
 
     

  

 

 

 

 

        

      

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

土曜参観、ありがとうございました。 

鈴木 亘世 

 

早いもので、令和４年度がスタートして１か月が経とうとしています。暖かく過ごしやすい日があ

ったかと思えば、冷たい雨が降る日もあってなかなか気候が安定しません。ご家庭での体調管理、あ

りがとうございます。そんな中でも晴れた日は子どもたちは外で元気に遊んでいます。新しいクラス

や友達、担任にも慣れてきたようです。高学年では専科教諭による授業や昨年から取り組んでいる

GIGA 端末を活用した授業も始まり、学習活動も広がりが出てきました。校内での活動にはまだ制限

がありますが、今できることを学級・学年・学校で考え取り組んでまいります。４月 23 日（土）の

土曜参観では、子どもたちの学習の様子を見ていただきました。ご希望と異なる場合もあったかと思

いますが、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、時間指定をさせていただきました。まだ

緊張がある子、おうちの方が来てとても喜ぶ子、照れくさそうな子…子どもたちの様々な表情がみら

れてこちらもうれしかったです。今後、状況が改善し、子どもたちの姿をご覧いただく機会を多く設

けられることを切に願っています。 

さて、規模を縮小して実施してきた『水田活動』が今年度もスタートしました。まず活動したのは

２年生。地域の水田指導員の方々と PTA 水田委員の皆様に教えていただきながら「籾まき」をして

きました。手に籾をのせてもらい、指を広げてその間からふりまきます。初めての活動に戸惑う姿も

ありましたが、無事のせてもらった籾をまき終わりほっと一息。「おいしいお米ができるといいね」と

笑顔を交わしていました。雨が心配された18日（月）、５年生が「田起こし」を体験させていただき

ました。幸いにも体験中は雨が降ることなく、指導員やPTA（水田委員）の方に教えていただきなが

ら鍬を持ち、土を掘り起こしました。水分を含んでいたのか重そうでしたが、力いっぱい頑張る姿が

頼もしかったです。このように学校・家庭・地域が共に手を取り合って体験的な教育活動を行う取り

組みが実施できるのも、皆様のご協力あってこそです。これからの教育課程も、学校・家庭・地域と

の連携、協働が欠かせないと強く感じました。これから籾が育っていくように、南本宿小学校の子ど

もたちも成長していきます。これからもご協力をよろしくお願いします。 

 

学校だより 

４月 12 日（水）籾まき(２年) 

令和５年４月２８日 

横浜市立南本宿小学校 

校長 鈴木 亘世 

Ｎｏ．５６６ 

 

４月５日（金）塩水選 

４月７日（金）始業式・着任式・入学式 

３本の指でつまんで 

パラパラとまいてね。 

 

 

４月の４・５・６組 

げんきでおいしい 

おこめになってね！ 

 

 

 

相原さんからもみの

撒き方を教えていただ

き、万騎が原小学校の

２年生と一緒にチャレ

ンジしました。手から

こぼれてしまったもみ

も、拾いなおして、「大

きくなってね」と話し

かけながら上手に撒く

ことができました。 

 

 本校の中庭にて塩水選が行われ、今年度も教育水田活動がスタートしました。 

ポリバケツの塩水の中に種籾を入れ、沈んだ良い種籾を取り出しました。 

 

 


